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　Feuerbach, Ludwig（1804－ 1872）は、ヘーゲル学派に位置
付けられるドイツの哲学者である。大学の私講師としてそのキャ
リアをスタートさせたが、1830年に匿名で出版した「Gedanken 
über Tod und Unsterblichkeit」が、伝統的なキリスト教観を冒
涜したとして、以降公的な職から追放されることとなり、終生在
野の思想家として活動した。
　今回取り上げる「Das Wesen des Christenthums」（1841）は、
彼の中期思想に分類される著作で、主著の一つに数えられる i。
1841年に O. Wigandによって出版された本書は、初版から第 3
版まで Feuerbach自身による序文が添えられている。初版の刊
行時点で、彼が既にその仕上がりに満足していなかったことは当
時の記録にも伺えるが、第 2版の序文には、瑕疵を出来るだけ取
り除き、新たな内容を盛り込んで論をより充実させたといった趣
旨が明記されており、初版から多くの変更点があったことが伺え
る。第 3版は、Feuerbach自身が編纂した全集（1849年、第 7巻、
いわゆる Feuerbach版）に収められており、序文には、ラテン
語やギリシア語を平易なドイツ語に読み替えたという内容が書か
れているのみで、改訂に関する特段の注記等は見受けられない。
後世も、Reclam版、Kröner版、Frommannから出された全集
収録版（いわゆる Bolin・Jdol版）など、複数の出版者による刊
行が続いた。
　1950年代までの Feuerbach研究においては、多くの研究書・
翻訳書が、Feuerbach版全集か、Bolin・Jdol版全集を底本とし
ていた。特に後者は普及版として入手が容易であったことから、
日本での Feuerbach思想の受容もこれに基づいた見解が通説で
あった ii。しかしながら、1960年代後半以降 Feuerbachの著作
整理が急速に進んだことで、それまで主として用いられてきた
Feuerbach版並びに Bolin・Jdol版の「欠点」が浮き彫りになる。
前者については、1845年以前の著作に対する加筆や章立ての変
更が―先に述べたように特段の注記も無く―多数行われているこ
とが分かった。これは Feuerbach自身による編纂物であること
から、彼が自らの思想形成史を塗り替えようとしたとも取れる。
この事実を看過してしまうことには、思想の変遷を正しく理解す
ることが難しくなるだろう。後者は、Feuerbachの死後編纂され
たものであるにも関わらず、編纂者によって複数の改変がなされ
ていたことが明らかとなった。このような事由から、1970年代
以降の Feuerbach研究においては、原典に基づいた研究の重要
性が広く認知されることとなる。
　早稲田大学図書館では、先に紹介した複数の出版者による版
を所蔵しているが、中期思想形成の核を成す「Das Wesen des 
Christenthums」について、初版（1841年、O. Wigand版）及
び第 2版（1843年、O. Wigand版）を所有していることは、
Feuerbach研究史の変遷に鑑みても、特筆されるべきであろう iii。
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［註］
i  人間存在と宗教（宗教性）について考察された本書は、やは
り当時のキリスト教神学からの批判を受けることとなる。
ii  日本での Feuerbach思想の受容は、明治時代にまで遡る。
1930年代には主著とされる文献は大半が翻訳されており、そ
の多くが Bolin・Jdol版などを参照していることを差し引い
ても、日本における Feuerbach思想の認知に大きく寄与した
と言える。「Das Wesen des Christenthums」については、完
全な翻訳書の初出が 1929年の『基督教の本質』（木暮浪夫訳、
南宋書院）及び『基督教の本質 . 補遺』（木暮浪夫訳、共生閣）
とされており、本学でもその初版を確認することが出来る。
なお木暮訳の底本は Reclam版であるため、表紙タイトルに
は「Das Wesen des Christentums」と綴られている。
iii  本学には、同じく中期の主著である「Grundsätze der Philoso-
phie der Zukunft」の初版も所蔵されている。
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